
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です】 

 

 今年度は１９の企業、４名の個人の方にお越し

いただき、生徒が希望する４つのブースの話を聞

きました。後半２回は、昨年に続き赤来中学校、

頓原中学校の２年生の皆さんにも参加してもら

いました。 

 各ブースでは、製品や動画等を用いて分かりや

すく会社説明等をしていただきました。「イメー

ジしていた仕事内容と違って、新しい発見に繋が

った」という感想が多く、直接話を聞くことで普

段は見えない部分の仕事の種類や働き方がある

ことが分かりました。見えない部分を知った上で

進路選択をする大切さも感じる時間になりまし

た。その他に、その職に就いた理由ややりがい等

もお聞きし、生徒からの質問にも丁寧に答えてい

ただきました。本校卒業生がたくさんの職場で活

躍されている姿からも、感じることが多かったよ

うです。 

 生徒からは、「モチベーションがあって、自分の

仕事に誇りを持てる大人になれるよう、今からで

きることを頑張ろうと改めて思った。目標を持っ

て、まずは勉強を頑張ります。」「飯南町で働く良

さや都会で働く時の違いを聞くことができ、進路

を考える上で参考になった。」「色々な職種の方が

いて、組み合わさることで良くなっていくという

話を聞いて、自分も学校や社会の中で自分とは違

うタイプの人も認め合うことで良くしていきた

い。」などの感想がありました。また、実はとても

身近なものを作っておられたり、自分の生活に密

接していたりすることも分かり、「地域のために

行っておられる様々なことを知り、ありがたさを

実感した。」「町民のより良い暮らしを考えておら

れるから、安全で過ごしやすいことが分かった。」

という感想もありました。 

これまで行ってきた飯南ジョブフェアで一番

多くの企業・個人の皆様が協力してくださり、幅

広い職種の話を聞くことができました。それぞれ

の視点でのお話から、視野や選択肢が広がったよ

うです。地域に根差した人や企業のプロ意識の高

さ、地域で働く魅力を感じることができました。 

・特定非営利活動法人晴雲の里 

・有限会社中山板金 

・株式会社ニチフレ島根 

・森島建設株式会社 

・株式会社後藤建設 

・飯南町社会福祉協議会 

・オージェイケイ株式会社 

・株式会社あゆみ 

・飯石森林組合 

・田村工業有限会社 

・雲南市・飯南町事務組合 

・有限会社一福 

・ヤンマーアグリジャパン 

株式会社中国支店 

・島根県農業協同組合 

雲南地区本部 

・島根県警察本部 

・有限会社渡辺建設 

・株式会社ウミライ 

・島根電工株式会社 

・飯南町役場 

・高橋利英 

・貫田理紗 

・安部耕太 

・山碕千浩 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今年は４年ぶりに飯南町の全地区の宮で秋祭り

のはやしこ奉納が行われました。町内出身の生徒

だけでなく、町外・県外出身の寮生もホストファ

ミリーや地域の皆さんにお誘いいただき、地域の

伝統行事を体験しました。 

祭りに参加した３年生の寮生は、「今回で２回目

の参加となりました。はやしこやその他の機会で

地域に出て交流するたびに、たくさんの刺激をも

らっています。毎回毎回、飯南町の地域の方々の

温かさに感激しています。“来年も来てね”と言わ

れたので都合が合えば来年も参加しに飯南町に戻

ってきたいと思っています。」と話していました。 

昨年、有志の生徒が実施したイルミネーション＆

ライブが、今年も「生命地域ラボ×生徒会企画」と

して実施されました。今年は１１月２９日～１２月

４日にイルミネーションが飾られ、夕暮れから校舎

が明るく照らされました。美術クラブにポスター作

りを、報道部に音響を依頼するなど協力を仰ぎ、最

終日にはライブが開催されました。イルミネーショ

ンに加え、観客のペンライトも光り、ロマン 

チックな空間の中で、９人の出演者が歌 

をうたって盛り上げてくれました。中庭 

には大勢の生徒が集まり、ライブを楽しん 

でいました。 

 この説明会に、１・２年生の希望者２０名、保護

者１３名の参加がありました。前半は島根県立大

学の美濃地裕子学長補佐が、スライドやパンフレ

ットを用いて浜田・出雲・松江の３キャンパスの

それぞれの内容や入試について詳しく分かりやす

い説明をしてくださいました。 

その他にも、「地域の方のはやしこに対する熱い

思いを感じることができた」という感想もありま

した。地域に根差した伝統文化に触れ、地域の方

の思いを聞き、飯南町への理解を深めることがで

きました。地域の方の温もりがあったからこそ、

伝統行事を存分に味わうことができました。あり

がとうございました。 

３年１組のコミュニケーション英語Ⅱの授業

で、来島保育所、来島小学校を訪問しました。 

この授業で、保育所児や小学生と英語で交流を

図る方法として、グループごとにカードゲームや

ダンスゲーム、クイズや読み聞かせ等を考えた生

徒たち。本番を迎えるまでに、どのようにすれば

英語に親しみ、楽しむことができるのかを考え、

必要なものを作ったり表現の仕方を工夫したりし

ていました。 

当日は、緊張しながらも、子ども達の反応に笑顔

がこぼれていました。予定していた時間よりも早

く終わったグループは、英語で質問したりクイズ

を出したりして、英語でコミュニケーションを取

ろうと頑張っていました。 

ダンスゲームを考えた生徒は、「保育所児や小学

生に合うような内容を考えるのが難しかった。英

語だけで難しそうな所は、絵や日本語を取り入れ

たりして班で工夫できた。小学生のみんなが盛り

上がってくれて嬉しかった。」と話していました。 

このような交流ができ、生徒の学びに繋がりま

した。ありがとうございました。 

企画した生徒会副会長の藤原みず季さんは、「生

徒のみなさんに楽しんでもらおうと思い企画しま

した。計画通りいかないこともあり大変でしたが、

たくさんの人に楽しんでもらい良い時間となりま

した。また何か楽しいことを企画したいと思いま

す。」と話してくれました。 

今年度は、町内小学生はリモートで、中高生は４年

ぶりに会場に集まって開催され、小学校２校、頓原中

学校２名、飯南高校の最高学年の児童生徒が地域の

課題解決型学習で行ってきた研究を発表しました。 

本校からは、３年１組の課題研究１２班（大野友希

さん・鹿田麻衣さん・森口ひかりさん）が「飯南町の

木材でペットと飼い主を喜ばせる」をテーマに発表

しました。 

それぞれの研究発表後、会場では中高生がグル

ープに分かれて意見交換をしました。発表に対し

て良いところやもう一歩踏み込むためのアイディ

アを話し合い、考えを深めることができました。 

高校の発表に対しては、ペットの幸福感が上が

ることで飼い主の幸福度もアップし、さらに町の

魅力アップにも繋がっていることを評価してもら

いました。 

学校種を越えた児童生徒と、飯南町に携わる大

人が繋がりを持つ貴重な時間で、飯南町について

それぞれの立場で考えることができました。 

後半は、本校卒業の県立大学生と高校生との懇

談会を行いました。卒業生は８名集まってくれ、１

～４回生各２名ずつで、浜田キャンパス２名、出雲

キャンパス３名、松江キャンパス３名と、バランス

も良く、和気あいあいと楽しい懇談会になりまし

た。大学の授業では、高校までの授業とは全く異な

る形式で行われることが分かり、生徒はとても驚

いていました。また、大学祭などのイベントや、サ

ークル活動なども紹介してもらい、楽しそうな雰

囲気も伝わりました。ひとり暮らしの様子や、アル

バイトのことなども本音で語っていただき、高校

生にとってはとても新鮮な話をたくさん聞くこと

ができました。 ▲協力してくださった本校卒業生の皆さん 

男女共にバスケットボー

ルで競い合いました。雪が

ちらつく寒い日でしたが、

生徒たちの熱気あふれるプ

レーが続きました。決勝ト

ーナメントでは、１ゴール

ごとに歓声が上がり、最後

の１秒まで白熱した試合を

行っていました。 

【男子優勝：２－１Ｃ  女子優勝：２－２】 



 

１７日（水）３年生家庭学習期間（～２月２８日） 

１９日（金）特別・推薦選抜検査日 

（生徒は特別休業日） 

２２日（月）ＳＣ来校（午後：高橋先生） 

２５日（木）３年生出校日① 

２９日（月）人権週間（～２月２日） 

学校生活に関するアンケート 

３１日（水）人権学習ＬＨＲ 

島根県高等学校新人ハンドボール大会 

【１回戦】飯南 ３３－１９ 松江高専 

【準決勝】飯南 ２４－２２ 松江南 

【決 勝】飯南 ２０－２８ 江津 

 

 

令和５年度共同募金運動用図書カード図案 

赤い羽根共同募金しまねでは、毎年様々な福祉活動を

支援するための募金運動に使用する「寄附金付き図書カ

ード図案」を募集されています。今年の図案募集に美術

クラブの生徒が応募し、高岡咲季さんの作品が優秀賞に

選ばれました（小・中・高校生の総応募作品３１９点の

中から「最優秀賞」１点「優秀賞」６点「入選」１０点）。

図書館に飾っていますので、関心を持ってもらうきっか

けにしてもらえたら嬉しいです。 

４日（木）開寮（正午） 

９日（火）始業式 

１１日（木）スクールカウンセラー（ＳＣ）来校 

（午前中：菅先生） 

１２日（金）３年生学年末試験（～１６日） 

１３日（土）大学入学共通テスト（～１４日） 

１６日（火）３年２組特別補習（～２月２２日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１２月号 令和５年１２月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

小学生対象野球教室 

本校グラウンドで、近隣の少年野球チーム「飯南ワイ

ルドボアーズ」「邑智スパローズ」を対象に野球教室を

実施しました。高校生含め、総勢５０名でウォーミング

アップをし、キャッチボール、守備、バッティングなど

を高校生が指導しました。練習の最後に、高校生がバッ

ティングを披露しましたが、小学生は打球の速さに声を

上げて驚いていました。 

▲募金から広がる福祉をイメージして表現したそうです 

主将の迫田来飛さんは、「普段は野球を教わる立場な

ので、小学生に野球を教えるのは難しかったです。それ

でも、小学生のみんながとても楽しそうに素直に話を聞

いてくれて、自分たちも楽しむことができ、良い経験に

なりました。」と話してくれました。今後もこのような

活動を続けていきます。 

参加した小学生は、「楽しく野球を教え

ていただき、ありがとうございました。

高校生のようなプレーをできるように、

これからも頑張ります。」と話してくれま

した。 


